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静かにすごしたいとき
考えごとをしたいとき

仏さまの表情をゆっくり見たいとき

この木が育ち、樹皮が仏さまを
包み込んだとき、わたしは また
この世に現れるだろう…

奈良時代の 741 年に出された「全国に国分寺を
つくる」という命令で建てられたお寺のひとつ。
はっきりした時期はわかっていませんが、756 年
ごろには建てられていたと考えられています。

江戸時代に全国を歩いた木喰（もくじき）上人と
いうお坊さんが作った 5 体の仏像（五智如来像）
がまつられています。
静かでひんやりとしたお堂の中、やさしくほほえ
む仏さまの前に座って、少しの間、心を落ち着け
てみませんか。

● 木喰上人がのこした言葉

● 日向国分寺跡とは● 木喰五智館で、仏さまと向き合う
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日向国分寺跡
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木喰上人は、日向国分寺を立て直すために力をつ
くしました。
そのとき、樹齢 800 年の大きなイチョウの木に、
小さな仏さまをまつりました。
旅に出るとき、その場所にやさしい言葉をのこし
たと伝えられています。


